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地縁法人 錦生自治協議会 

      平成２８年７月 
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錦生地域の位置・人口等   

 

 

 ・奈良県宇陀市に隣接した 

 農村主体の地域 

・地域面積３２０ヘクタール 

・人口 １，７８８人 

・世帯数 ６９３世帯 

・６５歳以上人口 ６９３人、３８．８％ 

・人口密度 ６人／ｈａ 

地縁法人 

錦生自治協議会 

国道１６５号 

伊
賀
市 

奈
良
県 

宇
陀
市 
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錦生グランドデザイン・２０１４ 

― プロローグ ― 

● 明治２２年４月、安部田郷と矢川郷の合併により、旧名賀郡錦生村で昭和２９年３月名張市 

 に町村合併 

 

● 笠置山地南東斜面と室生火山郡の山々が当地域で相対し、その中心を宇陀川が流れてお 

 り、古代から人々の往来が頻繁で、現在も三重県の西の玄関口と言われています。 

 

● 奈良に都があった時代は、現在の国道１６５号は当時の東海道にも匹敵する重要街道であ 

 り、それに関する民話が当地域には多く残っています。 

 

● 地方分権時代の今日『自分たちのまちは自分たちでつくる』の観点から、地域住民の思い 

 や願いを反映した『錦生なごやかプラン』を平成１６年に策定し、平成２２年には『錦生グラン 

 ドデザイン・２０１０』を示し、錦生地域の住民自らの手で、活力と潤いのあるまちづくり、 

 人づくりを目指しています。 

 

● 平成２４年には、法律上における責任の所在を明確にし、継続した活動基盤の確立を図る 

 ため地縁法人の認可を受けました。 
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地縁法人錦生自治協議会組織図（１） 

総    会 

錦 生 地 域 住 民 

理 事 会 

役  員  会 

参与・顧問 

役員 

区長 

専門部会部長 

錦生クラブ代表 

小学校ＰＴＡ代表 

中学校ＰＴＡ代表 

保育所保護者会代表 

ほっとバス錦代表 

ほっとサロン錦代表 

史跡保存会代表 

ふるさとパーク代表 

会  長   1名 

副会長      3名 

書  記   1名 

会  計   1名 

市民センター長1名 

監  事      2名 

（名張市地域づくり組織条例施行規則第3条別表第1による） 
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地縁法人錦生自治協議会組織図（２） 
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※各部会には部長１名、副部長１名 

 

住 民 参 加 型 活 動 

錦生市民センター運営委員会 

委員長  勝田 利和 

錦生地区自主防災隊 

隊 長  冨山  修 

錦 生 ク ラ ブ 

代 表  山門 和美 

ほっとバス錦運営協会 

会 長  福本 房生 

木の子の里錦生事業協議会 

会 長  冨山  修 

錦 生 女 性 く ら ぶ 

代 表  山﨑 昭子 

ほ っ と サ ロ ン 錦 

運営委員長  山中 俊三 

錦 生 史 跡 保 存 会 

代 表  藤本 雄二 

ほ っ と サ ロ ン 「友 愛」 

運営委員長  堀内  守 

 

名張錦生ふるさとパーク 

推進委員会 

委員長 藤森 成高 
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●地域活性化ビジョン 

（区長部会）・・・・全地域又は各地区の課題について協議し、 

  各地区の連携及び振興を図ること。回覧板の配布等、 

  地域内の住民相互の連絡に関すること等を所掌する。 

   

敬老会の催し 追悼式 

 ・月1回の会議で協議した事項を持ち帰り区民に報告。又各地区の要望 

  を会議に取り上げ協議会で検討し、協議会と連名で市へ要望書を提出 

  するなど、区と協議会と市のパイプ役としての活動が中心です。その他 

  各行事、部会活動には必ず参加協力し、活動を盛り上げています。 
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●地域活性化ビジョン 

（総務企画部会）・・・・地域のまちづくりに関する総合的な計
画等を検討すること、指定管理者制度による施設の管理
運営に関する事業を所掌する。 

    

    ・27年度は年2回の広報誌発行と区民運動会などの企画推進を行いました。 

区民運動会 

ＮＰＯとの共催 

（カワバタモロコに会いに行こう） 親睦ゴルフ大会 
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●地域活性化ビジョン 

（環境保全部会）・・・・自主防犯及び自主防災に関すること、
環境及び景観の保全に関すること等を所掌する 

・環境保全や防犯・防災の啓発活動を旨とし、27年度は青少年の健
全育成の一環として、年2回の夜間パトロールを再開しました。 

市内夜間パトロール 名張市総合防災訓練 
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●地域活性化ビジョン 

（福祉厚生部会）・・・・健康及び福祉の増進に関すること、高
齢者の生きがいに関すること、子どもの健全育成に関す
ること等を所掌する 

       ・民生児童委員を中心に、高齢者の福祉や世代間交流の活動を通
じ、地域の交流や活性化に取り組んでいます。 

高齢者交流会 

もちつき大会 
歳末慰問 
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●地域活性化ビジョン 

（文化振興部会）・・・・人権尊重に基づく生涯学習の推進に
関すること、地域の文化継承に関する等を所掌する。 

  
     

・平成26年～27年にかけて完成した、錦生北部地域のウォーキング
コースを歩く「ウォーキング大会」を開催。地区内外から約90人の参加
者があり、盛大に開催されました。 
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●地域活性化ビジョン 

  （地産地消部会）・・・・茸をはじめ地域の産物によるコミュニ
ティビジネス等、地域経営に関することを所掌する 

     

27年度から、錦生女性くらぶの協力でドレッシング（しめじ、キクラ
ゲ、椎茸）の生産が本格化しました。現在、月2回約300本の生産高

で、市内のスーパーや飲食店で委託販売をお願いしていますが、好
調な売り上げを見せています。 
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●ほっとサロン「錦」運営協議会 

【目 的】 
  地域福祉活動の推進を目標に、高齢者の憩いの場とし
て、またひきこもり防止にも一役を担い、皆が明るく元気で
参加する場として、さらに地域の活性化を目的とする。 

 

【背 景】 

  高齢化が進み、一人暮らしや高齢者のみの世帯が増え
てきた現状において、いつまでも健康で、住み慣れたこの
地で、生き生きと暮らすため、支え合いや仲間作り等を目
的とした場所の設立が急務であった。   
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●ほっとサロン「錦」運営協議会 

【施設の概要】 
    開所日      平成２１年１１月１３日 
   管理責任          地縁法人 錦生自治協議会 
   運営責任     ほっとサロン「錦」運営協議会 
   協力者       民生・児童委員、まちの保健室、地域事務員、ボランティアの方々 
   利用対象者    錦生地域住民 
   開催日       毎月 第２、第４木曜日 （祝日、盆、正月は除く） 
   参加費       月 ２００円     
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●「ほっとバス錦」運営協議会 

● 平成１６年 

  ・三重交通株式会社から不採算路線（安部田線含む）の廃止の発表 

  ・名張市からの補助により継続 

 

● 平成１８年６月 

  ・名張市交通対策室から市の財政難により（安部田線）の廃線説明を受ける 

  ・コミュニティバス運行設置委員会を立ち上げ、今後の取り組みについて協議 

 

● 平成１９年 

  ・地域住民へのアンケート実施 

  ・アンケートの結果を受け、業者委託運行をする事に決定 

 

● 平成２０年２月 

  『ほっとバス錦』運営協議会正式発足（総会承認） 

 ・路線の決定、バス停設置、路線賃金の設定 
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●「ほっとバス錦」運営協議会 

● 平成２０年４月 

  『ほっとバス錦』実証運行開始 

 ・貸切方式により1年間の実証運行 

● 平成２１年４月１日 

  『ほっとバス錦』出発式 ～ 本格運行開始 

● 平成２４年 

 ・フリー乗車区間の設定 
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旧名張市立錦生小学校跡地利用推進 

【背景】 
・明治6年創設された小学校が少子化のため平成26年4月、 

 新設校「錦生赤目小学校]に統一され、跡地利用の推進活 

 動が始まった。 

【活動状況】 
・地元のシンボルとして存在を残しつつ、未来につなげる跡 

 地活用を行政と地域の協働を基に進めています。 
 

・地縁法人錦生自治協議会が施設を借り受け文化活動、教育 

 活動、コミュニティビジネス等を推進。 

 

16 



2016/7/29 

9 

旧名張市立錦生小学校跡地利用推進 

①地域の農業振興と活性化並びに福祉の増進を図ることを目的とし、地 

  域内の協力農家と連携し、「木の子の里錦生事業協議会」を立ち上げ 

  安定生産及販売の施設を設置。 
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旧名張市立錦生小学校跡地利用推進 

②親子、地域の世代を通しての世代間交流の場、放課後 

 子ども教室「ニシキッズのびのび」の立ち上げ。 
（親子で遊びながら学ぼう、地元の宝） （手品を作って試してみよう） （からくりおもちゃづくり） 

（とうふでもちもちフルーツ白玉をつくろう） （バルーンで夢つくろう） （包んで楽しい餃子をつくろう） 
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ご清聴ありがとうございました。 


